
6 地球上の生物は、それが何であれ、アッラーの恩寵を
享受していないものはない｡かれは、それらが地球上の
どこに住んでいるか、そしてどこで死ぬのかを知ってい
る｡被造物すべての恩寵や生死の場は、保護された碑板
である明確な書に記されている｡

7 天地を壮大な形で創造したのはかれであり、6日間
で天地の間に含まれる全てのものを創造した｡かれがそ
れらを創造する前、かれの玉座は水の上にあった｡人々
よ、アッラーはあなた方の内、誰がかれを喜ばせる行い
をし、そして誰がかれを怒らせる行いをするのかを試み
るために、これらすべてを創造したのだ｡かれは各集団
に値するものを報われるのだ｡使徒よ、あなたが｢人々
よ、あなた方は死んだ後、精算のために復活させられる
のだ｣と言うなら、アッラーを信じず、復活を拒否する者た
ちは、｢あなたが唱えるこのクルアーンは、単なる魔術に
過ぎず、明らかに偽だ｣と言い張るだろう｡

8 もし、われらが偶像崇拝者たちに対する現世の懲罰
を延期したなら、彼らは、懲罰を遅らせているのは何な
のかと言って、すぐにそれが来るよう求めて嘲笑する｡実
に、彼らにふさわしい懲罰はアッラーによって定められた
時にもたらされ、その時、彼らはそれを防ぐものを見い出
すことはない｡彼らが嘲笑しつつ、すぐに来るように要求
した懲罰は彼らに降りかかり、彼らを取り囲むのである｡

9 もし、われらが人間に健康や富などの祝福を授けた
後、その祝福を彼らから奪うと、彼らはわれらの慈悲への
希望を失い、われらの祝福を忘れて非常に恩知らずな
者たちとなる｡

10 また、貧困や病気を経験させた後、われらがそのよう
な者に多くの恩寵や健康を与えると、彼は｢私の悩みは
なくなり、困難は去った｣と言うだろう｡彼はわれらの祝福
に感謝する代わりに、それにうぬぼれて傲慢となり、人々
に対して誇り高く顔を上げて自慢する｡

11 つらい時にも忍耐強く、善行に励み、悪行を避ける者たちだけは、そうではない｡これらの善良な者たちは、困難な時期に希望
を失ったり、アッラーの祝福に感謝しなかったり、傲慢であったりもしない｡それゆえ、彼らは主から罪を赦され、来世の大いなる報
奨を受け取るのである｡

12 使徒よ、彼らの不信仰、頑迷さ、兆候の要求により、あなたはアッラーがあなたに伝えるよう啓示したものの一部を彼らに伝える
ことを躊躇するかも知れない｡彼らはその実践に困難を訴えるからである｡彼らが｢なぜ彼には豊かな財宝が授けられなかったの
か｡なぜ彼の真実性を証明するため、彼と共に天使が現れなかったのか？｣と言うこと恐れ、あなたはその伝達を躊躇するかもしれ
ないが、それでも啓示を伏せてはならない｡あなたはただ、アッラーがあなたに伝達するよう命じたものを述べ伝える警告者に過
ぎず、彼らが要求する兆候を示してやる必要はない｡アッラーは全ての事を司る御方である｡

本諸節の功徳:
●アッラーの知識がいかに広大であるかについて｡そして人間や動物といった被造物にかれが恩寵を与えたこと｡
●創造の理由が説明され、それはアッラーの命令に対する僕の服従と、禁止の忌避を試みるためだということ｡
●人は、罪を犯した者たちに与えられている、アッラーの寛容な猶予に惑わされるべきではないということ｡彼らは気づかぬ間に突
如、懲罰に取り囲まれるのである｡
● 繁栄と困難という２つの人間の状態を示し、忍耐強く感謝する信仰者は称賛に値する｡

۷۲
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13 偶像崇拝者たちは、クルアーンがアッラーの啓示では
なく、ムハンマドの創作だと言うのか｡使徒よ、彼らへ言う
のだ｡｢もしクルアーンが創作であるというあなた方の主
張が真実であると言うのなら、クルアーンと同様の１０の
章句を作ってみよ｡その目的を達成できるなら、アッラー
以外の他の援助者の助けを求めても構わない｡｣

14 彼らには到底、それを成す術はないのだが、使徒によ
る挑戦を果たすことができなければ、クルアーンがアッ
ラーの知識と共に使徒へと啓示され、それが創作された
ものではなく、かれ以外の真の神は存在しないというこ
とを信仰者たちは確信せねばならない｡こうした決定的
な証拠の後、献身的にアッラーへ服従するのかどうか、
かれは尋ねる｡

15 現世の生活と、その儚い享楽を望み、行為に基づく来
世を望まないなら、アッラーは彼らに健康や安全、豊かな
富といった現世での報いを与える｡彼らはその行為に対
する報いを少しも減らされることはないだろう｡

16 こうした願望を抱く者たちに対する復活の日の報い
は、彼らが入ることになる地獄の業火に他ならない｡そ
のとき、彼らの現世での行為に対する報奨は消えてしま
い、役立たない｡なぜならそれらは信仰や正しい意図に
基づいたものではなく、アッラーの報奨と来世の住処を
望んでのものではなかったからである｡

17 預言者ムハンマドは、至高なる主による明確な証拠を
携えている｡それは、彼の発言の真実性を証明する高貴
なクルアーンであり、ムーサーに啓示されたトーラー同
様、彼の預言者としての真実性を証明する｡彼は人々へ
の導きと慈悲として遣わされた｡彼らはクルアーンと、そ
の啓示を受けたムハンマドを信じており、彼らは目的も
なくさまよう不信仰者たちと同じではない｡それを信じな
い者たちの様々な集団に関しては、復活の日には地獄の
業火が終着の場として約束される｡預言者よ、それゆえあ

なたはクルアーンと彼らの終着の場について疑いを抱いてはならない｡それは真実であり、疑いの余地がないのだ｡ただし、明確
な兆候と証拠があるにもかかわらず、ほとんどの者たちは信仰を持つことはない｡

18 誰であれ、アッラーについて嘘をつき、かれに同位者や子を帰属させる者ほど不義の甚だしい者はいない｡アッラーについて嘘
をつく者は裁きの日にかれの前に連れて行かれ、行為について尋ねられると、天使と使徒の中からの彼らに対する証人は、彼らが
アッラーに同位者や子を帰属させ、嘘をついたと証言するだろう｡アッラーが彼らの慈悲を奪うのは、彼らのアッラーについての嘘
によるものである｡

19 人々をアッラーの正道から妨げ、その正しさに歪曲を加えようと願う者たちは、死後の復活を否定するのである｡

本諸節の功徳:
●偶像崇拝者に対するアッラーの挑戦は、クルアーンのような10の章句を創作することであり、彼らはそれに失敗することが強調
される｡
●たとえ不信仰者たちが現世で望むものを与えられたとしても、来世では地獄の業火が待ち受けており、それらは無意味となる｡
●アッラーについて嘘をつく者の罪、そして来世での懲罰の重大さが強調される｡

۷۳
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20 もしアッラーが彼らに懲罰を下す意思があるならば、
そのような者たちは、現世でアッラーから逃れることはで
きない｡アッラーの懲罰が彼らにもたらされるのを止める
ことのできる、アッラー以外の守護者はいないのである｡
彼らは自分たちが背いただけでなく、他の人々もアッラ
ーの道から背かせたので、復活の日の彼らの懲罰は増
加するだろう｡彼らは真理に対する強い嫌悪感のため、
現世において真実の導きを聞いても受け入れることがで
きず、有益なアッラーの兆候を目にすることもなかった｡

21 彼らは、自分自身を失い、アッラーに同位者を帰属さ
せて自ら破滅に向かう者たちである｡そして、彼らが祀り
上げた同位者や仲介者は、彼らを見捨てるのである｡

22 来世において、彼らが最大の敗北者となることは確か
である｡なぜなら彼らは信仰に対して不信仰を、来世に
対して現世を、そして慈悲に対して懲罰を取り替えたか
らである｡

23 アッラーとその使徒への信仰を持ち、善行に励む者は
謙虚であり、アッラーを畏れる｡彼らは永遠に生きる天国
の民である｡

24 不信仰者と信仰者を例えると、不信仰者は目の見えな
い盲人か耳の聞こえない唖者のようである｡真実を聞い
ても受け入れようとしないのが不信仰者だからである｡
彼らは自分たちにとって有益なものであれ、それを見よ
うとはしない｡一方、見聞きができる者のように、見たり聞
いたりできるのは信仰者である｡それら双方の状態と性
質は同じであろうか｡それらは同じではない｡それらの本
質がいかに異なるかを考慮しないのか｡

　偶像崇拝者たちによる信仰への拒絶姿勢が明らかに
なったとき、アッラーは預言者を慰め、拒絶されたのは彼
が最初ではないと言い、かれは同様に扱われた他の預
言者たちの物語に言及した｡

25 われらはヌーフを、彼の民へ使徒として遣わせた｡ヌーフは、人々にアッラーの懲罰について警告するために遣わされたと伝
え、その教えを非常に明白に伝達した｡

26 ヌーフが民にアッラーのみを崇拝し、かれ以外の者を崇拝しないよう呼びかけたのは、人々が苦難の日の懲罰を受けることを
恐れたからである｡

27 ヌーフの民の権力者たちは、彼の呼びかけに応じなかった｡彼らは、ヌーフが彼らよりも優れているようには見えず、彼ら同様
の人間に過ぎないと言った｡また、彼らのうちでも最も身分の低い者たちだけが、ヌーフの主張に対して慎重に検討したり状況を
調査したりすることもなく愚直に従っているだけだと述べた｡彼らは、信仰者たちが彼らよりも高貴でも裕福でもなく、彼らよりも高
い地位も持っておらず、彼らに勝る価値は認められないと主張した｡それどころか、彼らは信仰者たちが嘘つきであるとみなした｡

28 ヌーフは民に言った｡｢私の主張が真実であると証明する、主からの明白な預言と教えという証拠を私が携えていても、あなた
方が疑念や無知からそれを理解できなければ、私たちはあなた方の意志に反し、信仰を押し付けるべきだとでもいうのか｡いや、
人に信仰を与えるのはアッラーだけであり、私たちの役目ではない｡｣

本諸節の功徳:
●不信仰者は信仰者とは違い、聴覚や視覚が信仰へとつながらない｡そのため、信仰者とは異なり、彼らはあたかもそれらの能力
を有していないかのようである｡
●アッラーの習わしとして、使徒の追従者たちの大部分が貧しく社会的に弱い勢力である一方、彼らの敵の多くは社会的に重要な
地位の指導者たちであること｡
●権力者たちのほとんどが、驕り高ぶった者たちであること｡
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29 ヌーフは民に言った｡｢私は教えの伝達に対する金
銭的な見返りを求めはしなかった｡私に報奨するのはア
ッラーのみである｡私はあなた方が私にそう求めるよう
に、信仰者の貧しい者たちを追放したりはしなかった｡彼
らは復活の日にアッラーに相見え、彼らの信仰は報われ
るであろう｡あなた方が信仰者の貧しい者たちを追放す
るよう求めたとき、私はあなた方が現実を理解しない者
たちであると見た｡｣

30 ヌーフは民に言った｡｢私が罪のない貧しい信仰者た
ちを不当に追放したなら、一体誰がアッラーの懲罰から
私を守ると言うのか｡あなた方は、自分たちにとって何が
正しく有益なのかについて熟考し、努力しないのか｡｣

31 ヌーフは民に言った｡｢私は、自分がアッラーの財宝を
持っているとは言わない｡もしそうなら、あなた方が信じ
ればそれを施しただろう｡また、自分に不可視の知識が
あるとも言わない｡また、私たちはあなた方と同じ人間で
あり、天使ではない｡また、あなた方が軽蔑する貧しい者
たちについても、彼らが劣っており、アッラーは彼らに成
功と指導を与えないだろうとも言わない｡アッラーこそ
は、彼らの意図と状態を最もよくご存知である｡私がその
ような主張をしたなら、アッラーの懲罰に値する不義者
の一人となるだろう｡｣

32 民は頑固さと誇りから、ヌーフに言った｡｢ヌーフよ、
我々はもう十分に長い間議論し、論争した｡あなたの主
張が真実であるなら、約束された懲罰を我々にもたらし
てみよ｡｣

33 ヌーフは民に言った｡｢私はあなた方に懲罰をもたら
すことはできない｡もしアッラーが望むのなら、それはか
れのみによってもたらされるだろう｡そしてもしアッラー
があなた方に懲罰を下すのなら、あなたがたは決してそ
の懲罰から逃れることはできないだろう｡

34 もしアッラーがあなた方の頑迷さから、あなた方を導くことなく正道から迷わせることを望むのなら、私の助言や警告はあなた
方にとって無益である｡かれこそはあなた方の主であり、あなた方の諸事を司っているのだ｡そしてあなた方は、行いが清算される
復活の日、かれのもとへ戻るのである｡｣

35 ヌーフの民はその不信仰から、ヌーフが彼らにもたらしたこの信仰について、捏造されたものだと主張した｡使徒よ、言え｡｢もし
私がそれを捏造したのであれば、私は不義者として、自らの罪の懲罰が私に降りかかるだろう｡しかし、私のもたらすものが真実で
あるにも関わらず、あなた方が頑迷さと誇りからそれを拒絶するなら、あなた方こそが不義者となり、私はいかなる形であれ、あな
た方の罪に対して責任を負わず、無実である｡｣

36 ヌーフはアッラーにより啓示された｡｢ヌーフよ｡すでに信じている者を除き、あなたの民は誰一人として信じない｡ヌーフよ、長
きにわたる彼らの拒絶と嘲笑に悲しんではならない｡

37 われらの観察と加護の下、箱舟を建造せよ｡そしてわれらの啓示により、その建造法を知るだろう｡不信仰によって自ら不義に
陥った者たちに猶予を与えたいがために、われに訴えかけてはならない｡彼らは不信仰に固執した結果として、必ず洪水で溺死す
るのである｡｣

本諸節の功徳:
●アッラーに嘆願する者が望むものは、かれによる報奨のみである｡
●貧しい信仰者たちに対しては、寛大さと名誉をもって扱われなければならず、追い払うことは禁じられる｡
●不可視の知識を有するのは、アッラーのみである｡
●真実を否定する者たちとの議論は、宗教的に合法である｡

۷٥
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38 ヌーフは主の命令に従い、すぐに箱舟の建造を始め
た｡民の中の権力者たちが通り過ぎるときは、いつも彼
を嘲笑していた｡その側には水も川もなかったからであ
る｡彼らによる嘲笑が続いたとき、彼は言った｡｢権力者た
ちよ｡箱舟を建造する私たちを嘲笑するなら、溺死すると
いう事実に対して無知なあなた方を、私たちは嘲笑しよ
う｡｣

39 ｢あなた方はやがて、不名誉かつ屈辱的な懲罰と、復
活の日において永遠に途絶えることのない懲罰が誰に
下されるのかを知るだろう｡｣

40 ヌーフはアッラーに命じられた箱舟の建造を終えた｡
それからかれの命令は、彼らを破滅させるためにもたら
された｡彼らが焼いていた炉から水が噴出し、洪水の始
まりを告げた｡われらはヌーフに言った｡｢地球上のあら
ゆる種類の動物、オスとメスのつがいを箱舟に乗せよ｡
そしてあなたの家族で信じなかったために既に溺死が
定められた者以外、そして民の中からあなたを信じた人
々を連れ込むのだ｡｣長い間に渡り、彼はアッラーへの信
仰を持つよう呼びかけていたにもかかわらず、民からは
ごく少数の者しか彼を信じなかった｡

41 ヌーフは彼の家族と民の信仰者たちに言った｡｢箱舟
に乗るのだ｡その航行と着陸においてアッラーの御名を
唱えよ｡主は悔悟する僕たちの罪を赦し、彼らに慈悲をか
ける｡かれの慈悲によって、信仰者たちは破滅を免れる
のである｡｣

42 箱舟は、山のように大きな波を通り抜け、人間と動物
を乗せて航海した｡ヌーフは隔離されていた、不信仰者
の息子を憐れんで呼びかけた｡｢息子よ、一緒に箱舟に
乗って洪水から逃れよう｡あなたが不信仰者たちと共に
いるのであれば、あなたは溺れてしまう｡｣

43 ヌーフの息子はヌーフに言った｡｢私は水の届かない
高い山に避難します｡｣ヌーフは息子に言った｡｢アッラーの慈悲により救われる者を除いては、洪水の懲罰から救われる者は誰も
いない｡｣するとヌーフと息子の間は波で隔たれ、息子はその不信仰によって溺れたのである｡

44 洪水の後、アッラーは大地に命じた｡｢大地よ、洪水を飲み込め｡｣そして天に命じた｡｢降雨を止めよ｡｣すると水は減り、土地は乾
いた｡こうしてアッラーは不信仰者を破滅させた｡箱舟はジュディー山の上に止まった｡アッラーは言った｡｢不信仰者たちは消え去
り、滅ぼされた｡彼らは不信仰によってアッラーの定めを超えたのである｡｣

45 ヌーフは彼の主に呼びかけて言った｡｢主よ、息子は私の家族であり、あなたは彼が救われると約束された｡あなたの約束こそ
は常に真実であり、あなたこそは最もよく知る裁決者の中でも最も公正である｡｣

本諸節の功徳:
●偶像崇拝者たちは、預言者とその信仰者たちを常々嘲笑していた｡
●アッラーの習わしとして、人々の殆どは信仰を持たない｡
●至高なるアッラー以外に帰る所はなく、かれ以外に守護者はいない。
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46 アッラーはヌーフに言った｡｢あなたが救いを求めた
息子は不信仰者であり、われが救済を約束したあなた
の家族の一員ではない｡ヌーフよ、あなたの求めはあな
たのような地位の者として適切ではない｡あなたの知識
にはないことを尋ねて、われの知識と英知に反するよう
な、無知な者の一人とはならないよう忠告する｡｣

47 ヌーフは言った｡｢主よ、私が知りもしないことをあな
たに尋ねたりしないよう、お助けください｡もしあなたが
私の罪を許さず、慈悲を受けることがなければ、私は来
世において、自らの分け前を失った敗者の一人となって
しまうことでしょう｡｣

48 アッラーはヌーフに言った｡｢箱舟から安全な大地へ
と、安心して降りよ｡アッラーからの多大な祝福があなた
にあるだろう｡そしてそれは、あなたと箱舟を共にした信
仰者たちの子孫にもあるだろう｡また、彼らの子孫から
は、われらが現世のひとときの生活を楽しませる不信仰
者たちの共同体も出てくるが、彼らへはわれらの痛烈な
懲罰が下されるだろう｡｣

49 このヌーフの物語は、不可視の世界からの知らせで
ある｡使徒よ、われらによる啓示の前、あなたとあなたの
民はそれについて知らなかった｡それゆえ、ヌーフが忍
耐したように、民による迫害や拒絶を耐え忍べ｡救済と勝
利は、アッラーの命令に従い、かれが禁じたものから遠
ざかる者たちにもたらされる｡

50 われらはアードの民の中からフードを遣わした｡彼は
言った｡｢民よ、アッラーのみを崇拝せよ｡そしてかれに何
者をも配してはならない｡かれ以外に崇拝されるべき真
実の神はない｡かれに同位者がいると主張する者たち
は、嘘つきに過ぎない｡

51 民よ、私は主から伝達していることに対して、あなた方
から見返りを求めてはいない｡私の報奨は、私を創造し

たアッラーからのみである｡あなた方はそれを理解し、この呼びかけに応じることができないのか｡

52 民よ、アッラーからの赦しを求め、罪から離れて悔悟せよ｡最大の罪とは、かれに同位者を置くことである｡かれは豊富な雨を降
らせてあなた方に報い、子孫と富の増加によってあなた方の勢力に力添えするだろう｡あなた方は私の呼びかけを拒絶し、アッラ
ーへの不信仰から罪深い者となってはならない｡｣

53 民は言った｡｢フードよ｡あなたは、私たちを信じさせるような明確な証拠をもたらしてはいない｡また私たちは、あなたの根拠の
ない言葉だけで神々への崇拝を止めたりはしないし、あなたが使徒であるという主張も信じたりはしない｡

本諸節の功徳:
●預言者たちは、たとえ彼らの子供であれ、アッラーを信じない人々のために嘆願することはできない｡
●真理の伝達者の慎み深さと、人々の悪影響から遠ざかることの利点｡
●許しを求めることと悔悟の大きな美徳｡それは子孫と富の繁栄、または慈悲の雨の要因である｡

۷۷
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54 私たちの神々の中のあるものが、神々の崇拝を禁じ
たあなたを狂気付けただけなのである｡｣フードは言っ
た｡｢私は、アッラーに証言を求める｡あなた方も、あなた
方がアッラーを差し置いて崇拝する他の神々の崇拝と、
私が関りないことを証言せよ｡

55 あなた方が私を狂気付けたと主張する、それらの神々
と共に私に対し策謀を企てよ｡私に対する猶予は何もい
らない｡

56 私の主であり、あなた方の主でもあるアッラーこそ
を、私は信頼する｡地上のあらゆる生物は、アッラーの力
と影響なしには存在できず、かれは意のままにそれらを
扱う｡実に私の主は、真実かつ公正であるため、私が真実
を支持し、あなた方が虚偽を支持する限り、あなた方は
私に対して力を持つことはないのだ｡

57 たとえ、あなた方が私のもたらしたものから背き続け
ても、私はあなた方のために、既に与えられたものの全
てを伝達し、責任を果たした｡証拠はあなた方にとって
不利となり、主はあなた方を破滅させ、あなた方に代わ
って、他の民を継がせられよう｡あなた方がかれを拒絶
し、背いたとしても、かれは被造物を必要としてはおら
ず、あなた方は少しもかれを害することが出来ないので
ある｡実に私の主は、凡てを見通され、あらゆる策謀の悪
から私を守られる御方である｡｣

58 われらの命令が彼らを破滅させたとき、われらは慈悲
によってフードと彼を信じた者たちを救い、不信仰の民
に与えられた厳しい懲罰から救った｡

59 これらが、アードの民であった｡彼らは主であるアッ
ラーの兆候を信じず、かれの使徒フードに背いた｡しか
し、彼らは真実を認めることなく敵対し、驕り高ぶる指導
者たちの命令には従ったのである｡

60 その後、彼らは屈辱によって呪われ、現世におけるアッラーの慈悲から除外され、復活の日にもアッラーの慈悲から遠ざけられ
た｡それはアッラーに対する不信仰のためであり、彼らはあらゆる善から遠ざけられ、あらゆる悪に近づけられるのである｡

61 われらはサムードの民の中からサーリフを遣わした｡彼は言った｡｢民よ、アッラーに仕えなさい｡かれ以外に崇拝に値する神は
ない｡かれは大地の土からあなた方の父祖アーダムを創造され、そこに住まわせられた｡それでかれの赦しを乞い願い、かれに服
従して悪行を避けつつ、かれに立ち返るのだ｡本当に私の主は、真摯に崇拝する僕に近く、祈りに応えるのである｡｣

62 民は彼に言った｡｢サーリフよ、あなたがそう呼びかける以前、あなたは我々にとっては高い地位のある有望な人物であった｡し
かしサーリフよ、あなたは今になって我々の祖先が崇拝していたものへの崇拝を禁じるのか｡あなたが勧めるアッラーのみへの崇
拝の教えについて、我々は強い嫌疑を持っている｡｣

本諸節の功徳:
●使徒に対しての多神教徒たちの対抗手段には、愚か者・狂人呼ばわりなどがあった｡
●多神教徒たちの策謀や敵対行為の脆弱さ｡それらもアッラーの命令と権威から逃れることはないのである｡
●創造主としてのアッラーの全能性と唯一性を示す根拠｡

部 12228フード章



63 サーリフは民に応えて言った｡｢あなた方は考えてみ
ないのか｡私が主からの明白な証拠の上に基づき、かれ
が私に預言者としての慈悲を与えられるのに、もし私が
かれの命令に従わず、あなた方への伝達を怠ったなら
ば、誰が懲罰から私を救うことが出来ようか｡あなた方は
私を過ちに陥れ、かれのご満悦から遠ざけてしまうだけ
である｡｣

64 ｢民よ、これはアッラーの雌ラクダであり、私の主張を
証明する、あなた方に対しての明白な兆候である｡これ
をアッラーの大地で放牧させ、危害を加えてはならない｡
もしそうするなら、あなた方には直ちに懲罰が下される
だろう｡｣

65 だが、彼らはそれを拒否してラクダを傷つけた｡それ
でサーリフは彼らに言った｡｢今後３日間だけ、あなた方
の地で生命を楽しむのだ｡その後アッラーの懲罰があ
なた方に下るだろう｡これは嘘偽りなき真実の約束であ
る｡｣

66 われらの命令が彼らを破滅させたとき、われらの慈
悲によって彼と民の中の信仰者たちは救われ、われらは
その日の恥辱と屈辱から彼らを守った｡使徒よ、疑いもな
く、あなた方の主は誰も打ち負かすことのできない強大
な御方である｡こうして、不信仰者たちは破滅させられた
のである｡

67 大きな叫び声がサムードの民を襲い、彼らはそのあま
りの熾烈さから全滅した｡翌朝、彼らは地面に伏せて倒
れていた｡

68 そこはまるで、誰一人として安全に暮らしてはいなか
ったかのようであった｡サムードの民は、彼らの主である
アッラーを信仰しなかったため、慈悲を奪われたのであ
る｡

69 天使たちが男性の姿でイブラーヒームのもとに現れ、彼とその妻にイスハークとヤアクーブ誕生の吉報をもたらした｡天使たち
は｢平安あれ｣と言ったので、彼も｢平安あれ｣と答えた｡彼らを人間だと思っていたイブラーヒームは、急いで焼いた子牛で彼らを
もてなした｡

70 しかし、彼らは子牛に手を伸ばさず、それを食べようともしないため、不審に思ったイブラーヒームは密かに恐怖を感じた｡天使
たちは彼の恐れを悟ってこう言った｡｢我々を恐れてはならない｡我々は、アッラーの懲罰を下すため、ルートの民に遣わされたので
ある｡｣

71 そこには、イブラーヒームの妻サーラが立っていた｡われらは、彼女がイスハークを生むだろうこと、そしてイスハークの後継ぎと
なるヤアクーブの吉報を彼女に伝えた｡彼女は笑顔でその知らせを喜んだ｡

本諸節の功徳:
●サーリフの兆候は最大のものの一つであったが、頑迷かつ傲慢だった彼の民はそれを信じようとしなかった｡
●信仰者が喜ぶような吉報をもたらすのは、とても望ましい｡
●他人の家に入る際｢平安あれ｣と言い、家主が同様に返事するのは正しい礼儀である｡
●イスラーム法は、客人をもてなすよう義務付ける｡

۷۹
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72 天使たちが吉報を伝えた時、サーラは驚いて言った｡
「私は年寄りで子供ができず、夫は老人だというのに、
どうして子供ができましょうか？このような状態で子供が
生まれるのは、普通ありません｡」

73 天使たちはサーラに言った｡「アッラーのお定めとお
力に驚くのか？アッラーがこのようなことをお出来になる
ことを、知らないはずはないだろう｡イブラーヒーム家の
人々よ、あなたがたにアッラーのお慈悲と祝福あれ｡アッ
ラーはその属性と行いにおいて称えられ、栄光と高みに
あるお方｡」

74 食べ物に手をつけなかった客人らが天使であること
を知り、イスハークが生まれ、その後にヤアクーブが生ま
れるという吉報を受け取った後、イブラーヒームから恐怖
が去った｡かれはルートの民に関して、われらの使いた
ちと議論し始めた｡それはかれらに対する懲罰が延期さ
れ、ルートとその家族を救って欲しかったためである｡

75 イブラーヒームは罰の延期を望む寛容さを持ち、主に
へりくだってたくさん祈り、悔悟する者である｡

76 天使たちは言った｡「イブラーヒームよ、そのような議
論は止めよ｡懲罰は定められたのであり、主のご命令が
来た｡ルートの民には偉大な懲罰が降りかかるのだ｡議
論も祈りも役には立たない｡」

77 天使たちが人の男性の姿でルートのもとを訪れた
時、かれは心苦しくなった｡それはかれの民が女性では
なく、男性に欲望を持って近づくためだった｡かれは、民
がかれを押しのけて客人に手を伸ばすだろうと思い、言
った｡「これは厳しい日だ｡」

78 ルートの民が客人にみだらな事をしようと、ルートの
もとに急いでやって来た｡それ以前、かれらには女性で
はなく、男性に欲望を持って近づく習慣があった｡ルート
は民を守り、客人への義務を果たすために言った｡「これ
らはあなたがたの女性のうちの、わが娘たちだ｡彼女ら
と結婚しなさい｡それがみだらな事よりも清いこと｡アッ
ラーを畏れよ｡わが客人のことで、恥をかかせるな｡わが
民よ、このような醜いことを禁じる、まともな理性を持った
人はいないのか？」　

79 民は言った｡「ルートよ、わたしたちには、あなたの娘やあなたの民の女性に対する必要などなく、欲望もないことを知っている
だろう｡あなたはわたしたちの望みを知っている｡それは男性なのだ｡」

80 ルートは言った｡「あなたがたを抑える力か、わたしを守ってくれる親族があったなら、あなたがたを客人から阻むことができた
のだが｡」

81 天使たちはルートに言った｡「ルートよ、わたしたちはアッラーの使者だ｡民があなたに害を及ぼすことはない｡真っ暗な夜に家
族と共に町を出よ｡そして誰も後ろを振り返ってはならない｡ただしあなたの妻は聞かずに振り返り、民が受ける罰を受けるだろう｡
かれらの滅亡の時は朝であり、それは近いのだ｡」
本諸節の功徳:
●アッラーに親しい者イブラーヒームとその家族の徳と地位｡
●信仰が期待できる者を弁護することの合法性｡
●ルートの民のような行いの醜さの説明｡

۸۰
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82 ルートの民を滅ぼすというわれらの命令が下された
時、われらは町を上に上げてひっくり返し、逆さまにした｡
そして連なる固い泥の土による石の雨を、彼らの上に降
らせ続けた｡

83 それらの石には、アッラーの御許で特別な印がつけら
れていた｡これらの石は、クライシュ族やその他の不正者
たちから縁遠いものではない｡アッラーがそれを降らせ
ることをお決めになれば、いつでも降りかかる近さにあ
る｡

84 われらはマドヤンにその同胞シュアイブを遣わした。
かれは言った。「民よ、アッラーだけを崇拝せよ。かれ以
外に崇拝に値するものはない。寸法や秤を人に対して計
る際に、それを減らしてならない。あなたがたは豊かな状
態にあるが、アッラーの恩恵を罪によって変えてしまって
はならない。わたしはあなたがたに懲罰が降りかかるこ
とを恐れる。それは誰一人として逃げ場所のない、包囲
された日なのだ。

85 民よ、寸法や秤を人に対して計る時には、公正にきち
んと計れ｡目盛りを減らしたり、騙したりして、人の権利を
奪ってはならない｡また、殺人などの罪によって地上で腐
敗を行ってはならない｡

86 人の権利を公正に満たした後、あなたがたの手許に
残った合法なものの方が、目盛りを減らしたり腐敗を行
うことによって得たたくさんのものよりも、有益で祝福が
あるのだ｡本当にあなたがたが信徒なら、その残ったも
ので満足せよ｡わたしはあなたがたの行いの監視役でも
清算者でもないが、密やかなものをご存知のお方がそれ
を見ておられる｡」

87 シュアイブの民は言った｡「シュアイブよ、あなたがア
ッラーに対して行う礼拝が、わたしたちの祖先が崇拝
していた偶像を崇拝することを、わたしたちに禁じるの

か？そしてわたしたちが自分の財産を好き勝手に使い、運用することも？このような呼びかけの前、わたしたちはあなたを理性と英
知の人と思っていたが、どうしたのか？」

88 シュアイブは民に言った｡「民よ、あなたがたが主からの明証と英知に基づいているのなら、あなたがたの状態について語って
みよ｡わたしは主から合法な糧と、預言者性を授かった｡わたしはあなたがたに命じたことに、自ら反したくない｡わたしは主の唯一
性と服従へと招くことで、出来る限りあなたがたの状態を正したいと思っているだけ｡それを成功させて下さるのはアッラーのみ｡
わたしはかれのみに全てを託し、かれへと帰り行く｡
本諸節の功徳:
●不正者を最も厳しい罰で滅ぼすのは、アッラーの習いである｡
●寸法や秤を減らして人の権利を損ねることの非合法性｡
●少なかったとしても、合法なもので満足することの義務｡
●善を勧め悪を禁じることの徳｡アッラーの命令と禁止を守ることの義務｡

۸۱
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89 民よ、わたしに対する敵意ゆえに、わたしの伝えるこ
とを嘘としてはならない｡ヌーフの民、フードの民、サーリ
フの民に降りかかったような罰が、あなたがたにも降り
かかることを恐れる｡ルートの民は、あなたがたから時代
的にも距離的にも遠いものではない｡かれらに起こった
ことを知っているだろう｡熟慮せよ｡

90 そして主からのお赦しを求め、罪から悔悟せよ｡主は
悔悟する者に慈悲深く、愛情深いお方｡」

91 シュアイブの民は言った｡「シュアイブよ、あなたが伝
えることはよく分からない｡あなたの目が悪くなってか
ら、わたしたちはあなたを弱者と見なしている｡同族であ
るあなたの親類さえなければ、石を投げてあなたを殺し
たのだが｡あなたは、わたしたちが殺害を恐れるほど大
事な人ではない｡殺さないのはあなたの親類への敬意か
らだ｡」

92 シュアイブは民に言った｡「民よ、わが親類が、主アッ
ラーよりもあなたがたにとって大事で貴いのか？あなた
がたに遣わされた使徒を拒否して、アッラーのことも放
棄するのか？主はあなたがたの行いを全てご存知であ
り、現世では破滅によって、来世では懲罰によってあなた
がたに報われる｡

93 民よ、あなたがたが満足するやり方で出来る限りのこ
とをするがよい｡わたしも自分が満足するやり方で出来
る限りのことをする｡あなたがたは知るだろう｡わたした
ちのうちの誰に辱めの懲罰が降りかかり、誰が嘘つきな
のかを｡アッラーの定めを待つがよい｡わたしも一緒にそ
れを待とう｡」

94 シュアイブの民を滅ぼすというわれらの命令が下さ
れた時、われらは慈悲によってシュアイブとかれと共に
信仰した者たちを救い、不正な民は大響音に襲われて死
んだ｡かれらはうつ伏せに突っ伏して、顔を土まみれにし
た｡

95 かれらはそれ以前、そこに住んでいなかったかのようだった｡マドヤンはサムードがそうされたように懲罰を受け、アッラーのお
慈悲から遠ざけられた｡

96 われらはアッラーの唯一性を示す印と、伝えることの正しさを示す明白な根拠と共に、ムーサーを遣わした｡

97 かれをフィルアウンとその民の首長たちに遣わしたが、首長たちはアッラーに対する拒否においてフィルアウンに従った｡フィル
アウンの命令は従うべき真理ではないのに｡

本諸節の功徳:
●預言者たちがもたらす印を理解しない、無知な者たちへの非難｡
●アッラーのご命令に背いて人間の命令に従う者への非難と侮蔑｡
●布教を支える近親の役割の説明｡
●多神教徒がアッラーのお慈悲から遠ざけられること｡

部 12232フード章



98 フィルアウンは審判の日、民を率いて地獄へ入る。そ
の水飲み場の忌まわしさよ。

99 アッラーは現世において、かれらに呪いとお慈悲から
の放逐をまとわせ、溺死させて滅ぼした｡呪いとお慈悲
からの放逐は、審判の日までかれらにまとわりつく｡かれ
らに降りかかる2つの呪いと現世と来世での罰は、何と
忌まわしいことか｡

100 この章で述べられた町の知らせは、使徒よ、われらが
あなたに知らせること｡これらの町にはその印が残って
いるものもあれば、痕跡もなく消え去ったものもある｡

101 われらがかれらの滅亡によって不正を働いたのでは
なく、かれらがアッラーへの不信仰によって破滅に足を
踏み入れることで、自分自身に不正を働いたのだ｡かれ
らがアッラーを差し置いて祈っていた神々は、かれらを
滅ぼすという主の命令によって罰が下された時、かれら
の役には立たなかった｡かれらの神々はこのような損失
と破滅しか、助長しなかった｡

102 あらゆる時代と場所において、嘘呼ばわりした町に襲
いかかったアッラーの捕え方も、同様だった｡不正な町を
襲ったかれの捕え方は、痛ましいものだった｡

103 それらの不正な町に対するアッラーの激しい捕え方
は、審判の日の罰を恐れる者への教訓｡その日アッラー
は、清算のために人々を集める｡集められた人々が立ち
会う日である｡

104 立ち会いの日は、既に決められた数しか遅らされるこ
とがない｡

105 その日、誰も許可なく議論や執り成しのために話すこ
とはない｡その日、人々は2つに分かれる｡地獄に入る不
幸な者と、天国に入る幸福な者である｡

106 不信仰と悪行のために不幸な者たちは、地獄に入る｡そこでは激しい炎に苦しむ声や息の音が上がる｡

107 かれらはそこに永遠に留まる｡天地が続く限り、そこから出ることはない｡ただしアッラーだけを崇拝していたが罪を犯していた
者たちのうち、アッラーがお望みになった者たちは別｡使徒よ、あなたの主はお望みのことを行うのであり、かれに何か強制する者
などない｡

108 幸福な者たちは、信仰と正しい行いが運命づけられていた者たち｡かれらは天地続く限り、そこに永遠に留まる｡ただし罪を犯し
ていた信徒のうち、アッラーが天国の前に地獄に入れることをお望みになった者たちは別｡天国の住人に対するアッラーの安寧が
途切れることはない｡

本諸節の功徳:
●悪い指導者に従うことへの警告と、その現世と来世における悪い結末｡
●多神教や罪を犯す者たちの滅亡に関して、アッラーが不正とは無縁なことの説明｡
●多神教徒が崇拝している神々が審判の日に役立つことはなく、罰から守ってくれることはない｡
●審判の日に人々は2つに分けられる｡天国に永遠に入る幸福な者と、地獄に永遠に入る不幸な者である｡

۸۳
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109 使徒よ、かれら多神教徒が崇拝しているものの悪を疑
ってはならない｡かれらの正しさを示す、理性的、合法的
な根拠などないのだ｡かれらがアッラー以外のものを崇
拝しているのは、祖先の模倣に過ぎない｡われらはかれ
らへの罰を、余すことなく完遂する｡

110われらはムーサーに律法書を与えたが、人々はそこに
おいて意見を異ならせた｡ある者はそれを信じ、ある者は
拒否した｡罰を早めることなく、審判の日まで遅らせると
いう英知にあふれたアッラーの定めがなければ、かれら
には現世で罰が下っていただろう｡ユダヤ教徒と多神教
徒からなる不信仰者たちは、クルアーンに対する疑念の
中にある｡

111 使徒よ、意見を異ならせている前述の者たちに対し、
あなたの主はその行いの報いを完遂される。善かった者
たちには善い報いが、悪かった者たちには悪い報いが
ある。アッラーはかれらの行いの仔細をご存知である。

112 使徒よ、アッラーのご命令通りにまっすぐな道を貫
き、かれのご命令と禁止事項を守れ｡あなたと共に悔悟
した信徒たちも正しい状態にさせ、罪を犯して限度を超
えないようにさせよ｡かれはあなたがたの行いに通暁
し、それに対して報われるお方｡

113 妥協や愛情から不正な不信仰者におもねることで、地
獄に入ってはいけない｡あなたがたにはアッラー以外、そ
こから救ってくれる守護者も援助者もいない｡

114 使徒よ、昼の始めと終わりに最良の形で礼拝を行え｡
また、夜の一部にも｡正しい行いは小さな悪行を追いや
るのだ｡このことは熟慮する者たちへの訓戒である｡

115 正しい状態であれとのご命令と、度を越したり不正に
傾いたりすることの禁止を守ることにおいて忍耐せよ｡
アッラーは善行者の報奨を無駄にはなさらない｡かれは
その行いの最良のものを受け入れ、最良のもので報いて
下さる｡

116 あなたがた以前に罰が下った社会には、不信仰や罪によって地上に腐敗を広めることを禁じる、徳と正しさを備えた者たちがい
なかったのか？腐敗を禁じるわずかな数の者しか、そこにはいなかったのだ｡不正な民を滅ぼした時、われらはかれらを救った｡不
正者たちは安寧を追及していたが、そこにおいて不正を犯していたのだ｡

117 使徒よ、あなたの主は、町の民が地上における改善者である時、その町を滅ぼすことがない｡滅ぼすのは、その民が不信仰や不
正や罪で腐敗を広める者たちだった場合である｡

本諸節の功徳:
●アッラーの宗教において正しい状態であることの義務｡
●妥協や愛情から、不正を働く不信仰者におもねることへの警告｡
●善行が悪行を抹消するのは、アッラーの習いである｡
●善を勧め、腐敗や悪を禁じる有徳者の集団を作ることの勧め｡かれらこそはアッラーの罰から守ってくれる者たちである｡
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118 使徒よ、人々が真理の上に一つの共同体となることを
主がお望みなら、そうされただろう｡しかしそうは望まな
かったのだ｡かれらは欲望の追求のために、真理におい
てまだ意見を異ならせている｡

119 ただし、主が成功へとお慈悲をかけてくれた者は別
で、アッラーの唯一性において意見を異ならせることは
ない｡この意見の違いによる試練のため、かれはかれら
を創造した｡かれらには不幸な者もいれば、幸福な者も
いる｡使徒よ、シャイターンを追従するジンと人間で地獄
を満たすという、主の御言葉は原初において定められた
のだ｡

120 使徒よ、われらがあなたに語る過去の使徒たちに関
する知らせはすべて、あなたの心を真理の上に確固とさ
せるため｡この章には、あなたへの疑念の余地のない真
理と、不信仰者に対する訓戒、信徒への有益な教訓があ
るのだ｡

121 使徒よ、アッラーを信仰しないでその単一性を受け入
れない人たちに言いなさい｡真実を妨げ、他者にそれを
妨げるあなたがたの行いを続けなさい｡われわれも真実
を守る行いを続け、それを呼び掛けて、忍耐強くするの
だ｡

122 わたしたちはあなたたちに何が起こるかを見るし、あ
なた方はわたしたちに何が起こるかを見るだろう｡

123 アッラーだけが天と地の見えないことに関する知識
を持たれる｡何も隠されない｡最後の日にはすべてがか
れに返されるのだ｡だからかれのみを崇めるように｡使
徒よ、すべてにおいてあなたの信頼をかれに寄せるよう
に｡かれが知らないことはない｡かれは全知であり、誰に
対してもその行いを報われる｡

12．ユースフ章
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーの友とされる近しい者たちにとってのアッラーのご計画の妙、明るい将来の約束。
説明:

1 ｢アリフ・ラーム・ラー｣と同様の言葉については、雌牛章の冒頭で言及｡クルアーンのこの章において下された節は、その内容が
明瞭なものである｡

2 われらはクルアーンをアラビア語で下した｡アラブ人よ、それはあなたがたがその意味を理解するためである｡

3 使徒よ、われらはあなたにこのクルアーンを下して、最良の物語を語って聞かせる｡それは正しく、言葉の使い方は万全で、修辞
に富んだ話｡あなたはクルアーンが下される前には、この物語を知らなかった｡

4 使徒よ、われらはあなたに語って聞かせよう｡ユースフが父ヤアクーブにこう言った時のこと｡｢お父さん、わたしは夢で１１の星
と太陽と月を見ました｡それらがすべて、わたしにサジダするのです｡｣この夢はユースフに対する、先駆けた吉報だった｡

本諸節の功徳:
●クルアーンの中の物語に含まれる英知｡それは預言者の心を堅固にし、信徒への訓戒とするためである｡　
●幽玄界の知識はアッラーのみに属し、かれ以外の誰もそれを共有することはない｡
●クルアーンがアラビア語で下されたことの英知｡それはアラブ人が理解し、それを他の者に伝えるためである｡
●クルアーンには最良の物語が含まれていること｡
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5 ヤアクーブは子ユースフに言った｡｢息子よ、夢を兄た
ちには話すな｡それを理解して嫉妬し、お前に企みごと
をするかもしれないから｡シャイターンは人間に対する明
らかな敵なのだ｡

6 ユースフよ、主はお前を選び、お前に夢の解釈を教え
られる｡そしてお前の祖先イブラーヒームとイスハークに
も以前そうしたように、お前に預言者性という恩恵を完
遂してくれよう｡主は創造を熟知し、その采配において英
知あふれるお方｡｣

7 ユースフとその兄弟の物語には、かれらについて尋
ねる者たちへの教訓がある｡

8 兄たちが内輪で、こう話した時のこと｡｢父はわたした
ちよりも、ユースフとその弟を愛している｡わたしたちの
方が数が多いのに、なぜ二人をわたしたちより好むの
か？はっきりとした理由もなくそうするのは、父の明らか
な間違いだ｡

9 ユースフを殺すか、遠い地にいなくしてしまえ｡父の顔
はあなたがただけに向き、あなたがたを完全に愛するよ
うになろう｡その後に罪から悔悟し、正しい者となればよ
いのだ。」

10 兄たちの一人は言った｡｢ユースフを殺すのではな
く、井戸の底に投げ込め｡そこを通った旅行者が連れて
行くだろう｡この方が殺害よりも害が少ない｡もしあなた
がたが言うように、かれのことで決心しているのなら｡｣

11 かれをいなくすることで一致すると、かれらは父ヤア
クーブに言った｡｢父よ、ユースフのことをわたしたちに
預けないのは、なぜですか？わたしたちはかれを思い、
危険なことから守ります｡あなたのもとに無事帰るま
で、かれを保護し、世話します｡どうして一緒に行かせて
くれませんか？

12 明日、かれがわたしたちと一緒に出かけて、食べ、楽しむことをお許し下さい｡どんな害悪からも、わたしたちはかれを守りま
す｡｣

13 ヤアクーブは兄たちに言った｡｢あなたがたがかれと出かけるのが悲しい｡かれと離れることが我慢できないのだ｡あなたがた
が遊んで不注意になっている間に、かれが狼に食べられてしまうことを恐れる｡｣

14 かれらは言った｡｢わたしたちは多勢なのに、ユースフが狼に食べられてしまったら、わたしたちに何の取り得もないことになり
ます｡狼からかれを守れなければ、わたしたちは損失者です｡｣

本諸節の功徳:
●正夢がありえること｡その解釈の合法性｡　
●それを明かせば害悪が生じるような事実を隠しておくことの合法性｡
●イブラーヒームの子孫の徳｡かれらが預言者性という点において選ばれていること｡
●複数いる子供のいずれかに愛情を傾けることは、かれらの間に敵意や嫉妬の念を生む｡
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15 ヤアクーブはかれ(ユースフ)を、かれらと一緒に出か
けさせた｡かれらは遠くへ行くと、かれを井戸の底に投げ
入れることを決意した｡われらはこの時ユースフに、｢あ
なたはかれらのこの行いについて、かれらに告げるだろ
う｡その時、かれらはあなたのことを知らないのだが｣と
啓示した｡

16 ユースフの兄たちは夜、企みを成功させるため、泣き
ながら父のところへやって来た｡

17 かれらは言った｡｢お父さん、わたしたちは駆けっこ
し、弓を投げて競争するために、ユースフを衣服や荷物
番にして置いて行きました｡そうしたら狼が食べてしまっ
たのです｡わたしたちが本当のことを言っていても、あな
たは信じてはくれないでしょうが｡｣

18 かれらはその言葉を巧みに信じさせようとし、ユース
フが狼に食べられた跡と思い込ませるため、かれのもの
ではない血が付いたかれの衣服を持って来た｡ヤアクー
ブは衣服が破かれていないことに気付き、言った｡｢あな
たがたが語ったことは事実ではない｡あなたがたは自分
たち自身によって、悪事へと促されたのだ｡わたしは動揺
せず、よく忍耐しよう｡あなたがたが語るユースフのこと
に関し、アッラーこそは援助を求められるお方｡｣

19 通行する隊商がやって来て、給水人が遣わされた｡か
れは井戸の中につるべを下ろしたが、ユースフはその綱
につかまった｡給水人はかれを見ると、喜んで言った｡｢こ
れは吉報｡少年だ｡｣給水人と隊商のいく人かは、そのこ
とを内緒にした｡かれを売物にしようと思ったのだ｡アッ
ラーは、かれらがユースフに対して行う非礼や売却につ
いて、余すことなくご存知のお方｡

20 給水人とその仲間たちはエジプトで、数えられる位の
ディルハム硬貨で、かれ(ユースフ)を安く売った｡かれを
早く手放したかったので、無欲だったのだ｡かれの状態

から、かれが奴隷ではないことを知り、かれの家族から自分たちに害が及ぶのを恐れたのである｡かれがかれらのもとに長く留まら
なかったのは、アッラーのお慈悲によるものだった｡

21 エジプトでかれ(ユースフ)を買った男は、妻に言った｡｢かれによくしてやり、丁重に扱え｡わたしたちに役立つようになるか、また
は養子にするかもしれない｡｣われらはユースフを殺害から守り、井戸から救い出し、貴人の心をかれに傾けたように、エジプトでか
れを落ち着かせた｡それはわれらがかれに、夢の解釈を教えるため｡アッラーはご命令を決行され、誰からも強制されない｡しかし不
信仰者にはそれが分からないのだ｡

22 ユースフが身体的に成熟した時、われらはかれに理解と知識を与えた｡これと同様に、崇拝行為をよく行う者に対してわれらは
報いる｡

本諸節の功徳:
●嫉妬の危険性｡ユースフの兄たちはそれゆえに悪巧みをし、かれを殺そうとした｡　
●法規定において、状況証拠に依拠することの合法性｡
●ユースフが兄たちの愛情から阻まれた後、エジプトで貴人の心にかれに対する父性愛が授けられたのは、アッラーの采配と優し
さによるものである｡

۸۷
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23 貴人の妻が優しく巧みに、ユースフにみだらな事を求
めた｡そして二人きりになろうと、扉を閉めて言った｡｢さ
あ、来なさい｡｣ユースフは言った｡｢あなたの誘惑からの
ご加護をアッラーに求めます｡ご主人はわたしによくして
下さいました｡わたしはかれを裏切りません｡裏切ったら
わたしは不正者となります｡不正者は成功しません｡｣

24 彼女はみだらな事を望んだが、もしかれがそのような
ことを慎ませるアッラーの印を見なかったら、かれの脳裏
にもそれがよぎっただろう｡しかしわれらはかれを悪か
ら解き放ち、姦淫や裏切りから守るため、それを見せた｡
ユースフは使徒となるために選ばれた、われらの僕であ
る｡

25 ユースフは逃げるため、彼女はそれを阻止しようと、
二人とも扉へ急いだ｡彼女はかれの衣服をつかみ、後ろ
から破いてしまった｡扉のところには貴人がいた｡彼女は
うろたえて、かれ(貴人)に言った｡｢あなたの妻にみだら
な事をしようとした者の罰は投獄か、痛ましい懲罰しかあ
りません｡｣

26 ユースフは言った。「彼女が求めてきたのであり、わた
しではありません。」そこで彼女の家族から証人を遣わ
し、証言させた。「ユースフの衣服が前から破れていた
ら、彼女が彼を止めようとしていたことになりますから、
それは彼女の正直さの証となり、彼が嘘つきであること
の証となるでしょう。

27 しかし、ユースフの衣服が後ろから破れていたら、彼
女が誘惑してかれが逃げていたことになりますから、か
れの正直さと彼女の嘘の証拠となります｡｣

28 貴人が見てみると、ユースフの衣服は後ろから破れ
ており、かれの正直さを示していた｡かれ(貴人)は言っ
た｡｢このような嘘の訴えは、あなたがた女性の悪巧み｡
本当にあなたがたの悪巧みは強烈である｡｣

29 かれは言った｡｢ユースフよ、このことをなかったことにし、誰にも言うな｡そして妻よ、あなたは自分の罪の赦しを乞え｡あなたは
ユースフの誘惑で罪を犯したのだから｡｣

30 この話は町中に広まった｡女性たちのある一団は、非難して言った｡｢貴人の奥様が自分の奴隷を誘惑したのよ｡愛情が抑えられ
なくなってしまったのね｡奴隷を愛して誘惑するなんて、明らかな迷いにありますわね｡｣

本諸節の功徳:
●よくしてくれる人を、その家族や財産において裏切ることの醜さ｡ユースフはみだらな事を拒む理由として、それを挙げている｡　
●預言者たちが悪事やみだらな事に陥ることに対しての、アッラーのご加護｡
●みだらな事を拒み、避け、止めることの義務｡
●法規定において、状況証拠に依拠することの合法性｡

۸۸
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31 貴人の妻は自分が非難され、陰口を言われているの
を聞くと、彼女たちにユースフを見せて言い訳するため
に、彼女たちを招待した｡そしてじゅうたんと肘かけを置
いた場所を準備し、招待客一人一人に食べ物のための
ナイフを渡すと、ユースフに言った｡｢出てきなさい｡｣彼
女たちはかれを見ると、その美しさに驚嘆し、ナイフで手
を切ってしまった｡彼女たちは言った｡｢アッラーの完全さ
よ！この少年は人間のものではないわ｡これは高貴な天
使でしょうに！｣

32 貴人の妻は彼女たちに言った｡｢これが、あなたがた
がわたしの愛情を非難した若者です｡わたしはかれを誘
惑するために策謀しましたが、かれは拒みました｡わたし
の求めをまた拒めば、かれは投獄され、惨めな者となる
でしょう｡｣

33 ユースフは主に祈って言った｡｢主よ、彼女たちが求め
るみだらな事をするより、牢獄の方がましです｡彼女たち
の悪巧みを取り除いてくれなければ、わたしは彼女たち
へと傾いてその欲望になびき、無知な者となってしまい
ます｡｣

34 アッラーはかれの祈りに答え、貴人の妻と町の女性た
ちの悪巧みを取り除いて下さった｡かれはユースフと、
かれを呼ぶ全ての者の呼び声を聞き、その状態を知る
お方｡

35 貴人とその民はユースフの潔白を知った後、この醜聞
が広まらないように、一定期間かれを投獄することに決
めた｡

36 ユースフと共に、二人の若者が牢獄に入った｡その一
人は言った｡｢わたしは夢で、酒を造るためにブドウを搾
っているのを見た｡｣もう一人は言った｡｢わたしは頭の上
にパンを運び、そこから鳥がついばむのを見た｡ユース
フよ、わたしたちが見たものの解釈を教えて下さい｡あ

なたは見たところ、善人のようです｡｣

37 ユースフは言った｡｢王でもそれ以外の者からでも、あなたがたにやって来る食べ物があれば、わたしはそれが届く前に必ず、そ
の中身や方法についてあなたがたに語って聞かせよう｡これは主がわたしに教えて下さった解釈であり、占いなどではない｡わた
しはアッラーも来世も信じない民の宗教を、放棄したのだ｡｣

本諸節の功徳:
●女性たちの試練の原因となったユースフの美しさ｡　
●ユースフはアッラーに反することより、投獄されることを好んだ｡
●ユースフに夢の解釈を教え、それを牢獄という試練から脱却することの理由としたのは、アッラーの采配と優しさによるものであ
る｡

۸۹
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38 そしてわたしの祖先、イブラーヒームとイスハークとヤ
アクーブの信仰に従った。それはアッラーを唯一神とす
る教えだ｡わたしたちは、アッラーにどんな同位者も一切
配してはならない｡唯一であることにおいても、単一なの
だ｡この唯一なるものへの信仰は、わたしたちと全人類
への、アッラーからの恩寵である｡アッラーは人々に預言
者たちを遣わしたのだから｡でも人々の多くはその恵み
に対して、感謝しない、それどころかそれを拒否する｡

39 牢獄の二人の若者に対して、ユースフは言った｡友
よ、多種多様の神々がよいのか、それとも他の誰にも支
配できない、唯一の支配者アッラーのほうがよいのか｡

40 かれの他にあなた方が仕えるものは、あなた方とその
祖先が神々として名付けた名称にすぎない｡アッラーは
それに対して何の神性も与えておらず、命名に対しては
何の証拠も与えていない｡仕えるものを統一し、それ以外
を同列にしないというのが、アッラーの命令である｡それ
が正しく、逸脱していない信仰である｡でも多くの人々は
知らないので、アッラー以外を同列に配して、被造物を崇
拝している｡

41 牢獄の二人の友よ、あなた方の一人の夢についてい
えば、かれは牢獄を出て仕事に戻り、エジプト王のため
に酒を給仕する人になるだろう｡また他の一人について
は、かれははりつけに処されて、鳥がかれの頭の肉を食
べるだろう｡あなた方二人が質問したことは、こう定めら
れたのであり、それはやがてそのまま実現されるだろう｡

42 そしてユースフは二人の中で、命が救われると思われ
た方(酒の給仕人)に言った｡あなたの主人にわたしのこ
とを伝えてくれ、私を解放してくれるかもしれないから｡
ところが悪魔は、かれがユースフのことをその主人に伝
えることを忘れさせた｡それでかれは、なお数年間獄中
に留まったのだった｡

43 エジプトの王は言った｡わたしは7頭の肥えた雌牛が、7頭のやせた雌牛に食べられ、また穀物の7穂が緑で、他の7穂が枯れて
いる夢を見た｡有力者や指導者たちよ、もしあなた方が夢を解釈できるならば、わたしの夢について説明してくれ｡

本諸節の功徳:
●イブラーヒームの教えに従い、不信仰者たちとは無縁であることの必要性｡
●｢多種多様の神 ｣々(39節)という個所は、エジプトの人たちは啓示の民ではあったが、多神教を信奉していたことを示す｡
●アッラー以外の神々で崇拝されるものは、名称だけのことであり、一切の神性はない｡
●アッラーへの伝道は、ユースフが服役中にしたように、諸々の出来事を利用すること｡
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44 かれらは、これは混み入った夢で、わたしたちはこの
ように込み入った夢の解釈は不得手だと言った｡

45 ところが牢獄から釈放された二人の内の酒の給仕人
が、しばらくしてユースフのことを思い出して言った｡そ
の解釈をあなたに明らかにしてくれるユースフに尋ねる
ために、わたしを行かせてください｡

46 到着するとかれは言った｡ユースフよ、誠実な人よ、わ
たしたちに説明してくれ｡7頭の肥えた雌牛が、7頭のや
せた雌牛に食べられ、また穀物の7穂が緑で、他の7穂が
枯れている夢について｡それでわたしはエジプトの人々
のところに帰り、かれらは知ることができるだろう｡またあ
なたの特性や立場を知ることとなろう｡

47 ユースフは夢を解釈して言った｡あなた方は7年間、懸
命に種を撒いて収穫を刈り取り、あなた方が食べる少量
を除いて、残りを毎年腐らないように穂のまま貯蔵する｡

48 その豊作の7年間の後から、7年間の厳しい不作の年
が来るので、あなた方は種子のために貯蔵する少々の穂
を除いて、凶年のため前に残しておいたものから消費す
るのだ｡

49 それからその後に来る1年間には、人々に豊かな雨が
あり、たっぷりブドウやオリーブやサトウキビをしぼるこ
とだろう｡

50 そうすると王は、言った｡かれ(ユースフ)を牢獄から解
放して、わたしの元に補佐のために連れて来い｡それで
使者がユースフの所に来たとき、かれは釈放前に自分
の無実なことをはっきりさせておこうとして言った｡あな
たの主人(エジプト王)の所へ戻って、あの手を傷つけた
女性たちが誘惑したことについて質問せよ｡わたしの主
は、かの女たちの下心を全部ご存知なのだ｡何も隠せな
いのだ｡

51 王は女性たちに言った。あなた方がユースフの心を誘惑して不祥事をそそのかそうとしたとき、何があったのか。女性たちは王
に答えて言った。「ユースフがそんなことをするはずがありません。アッラーに誓って、彼の悪いところなど何も知りません。」そうし
て初めて王の妻は自分のしたことを認めて言った。「今、真実が明らかになりました。わたしがかれを誘惑したのであり、かれがした
のではありません。確かにかれは正直な人です。わたしがかれを訴えたことに関しては、かれが身の潔白を主張したとおりです。」

52 かの女は言った｡わたしは、自分が誘惑したこととかれが正直なことを認めたので、これによってユースフの不在中に、わたしが
かれに対して嘘を捏造しなかったことをかれは知るでしょう｡またこれで自分としても、アッラーが嘘をつき、裏切る者を導くことは
ないことが分かりました｡

本諸節の功徳:
●ユースフが女性たちのしたこととして語ったとしても、有力者の妻とは言わなかったのは、かれの人徳であった｡
●ユースフの夢の解釈能力が優れていたこと｡
●不正義が襲ってきたら、それに対抗して無実を訴えることの正当性｡そして真実究明を要求することは、正しいことである｡
●正直さと真実の言葉は、たとえ自分に不利となっても、功徳のあること｡

۹۱
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